
MPEG SDK「MP-Factory」 

2000 年（平成 12）、MPEG 高速圧縮/伸張、変換、編集、検索用 SDK（Software Development  

Kit）「MP-Factory」を開発した。従来のソフトは、圧縮に時間がかかる、MPEG-１と MPEG-

２の間で変換できないなどの問題点があったが、「MP-Factory」では独自の高速変換符号化

アルゴリズムを用いて、これを解決している。また、MPEG ファイルを圧縮データのまま

レート変換してファイルサイズを変更することができ、さらに、MPEG-１や MPEG-２の

ファイルを高速に１フレーム精度で編集することや、映像や音声のインデクシングができ

るなど、検索機能が充実している。 
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